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Ⅰ新技術の解説

１要旨

(1) 従来、モモ用の複合交信攪乱剤としてコンフューザーＰを使用してきたが、本剤のハマキムシ類
成分であるテトラデセニルアセテート（Z11-14:Ac）に対するリンゴコカクモンハマキの抵抗性系統
が出現し、十分な交信攪乱効果が得られなくなった。この点を改良するため、新製剤ではリンゴコ
カクモンハマキの主成分である Z9-14:Acを加えたトートリルアに置き換えた。

(2) 本剤は、他の改良製剤同様針金を除いたツインチューブタイプであり、使用後の廃棄が容易にな
った。

(3) 本剤の使用により、モニタートラップへのリンゴコカクモンハマキ成虫の誘殺は見られなくなるとと
もに、本種による被害も減少したことから、本種への交信攪乱効果は高いと判断される。その他
の対象害虫に対しては、既存剤のコンフューザーＰと同等の防除効果が得られている。

２期待される効果

  リンゴコカクモンハマキの多発が予測される場合には、６月上旬や７月下旬にハマキムシ類に対す
る防除剤を定期散布する必要があったが、本剤を使用することによりハマキムシ類防除剤を削減する
ことが可能になる。 
アルミ線が除かれた改良型製剤はツインチューブとなり10a当たりの処理本数が少なくてすむことか
ら、設置および廃棄の手間が大幅に改善される。

３適用範囲

 県内のモモ栽培地域

４普及上の留意点

(1) モモシンクイガの攪乱成分も既存剤と同様に含有するが、現在は未登録である（登録申請中）。

(2) 登録作物がモモに限られている。とくにネクタリンには適正がないので注意する（現在、果樹類に登
録拡大申請中）。

(3)
交信攪乱対象害虫であっても、多発条件下では十分な防除効果が得られないことがあるので、害
虫の発生密度を事前に十分調査し、使用前の密度を低下させておく。

(4)
殺虫剤の削減は対象、対象外害虫の発生状況を確認しながら徐々に進め、急激な削減は行わな
いこと。
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